
コンテナによる構造等
研究開発

（遮熱・断熱・通気他）
用途
1.食品等保管輸出用
2.雪室用
3.野菜・米倉庫用
4.高気密物置用
5.その他
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コンテナ開発：設置場所
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コンテナ開発：設置場所整地（2016.7.26）
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コンテナ開発：コンテナ２基設置（2016.7.27）



コンテナ開発：設置基礎

受け基礎 木 90×90×4,000
未使用
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コンクリート板に変更
4箇所

＊3,800方向は
両面開き扉
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コンテナ開発：研究所委員打合せ内部構造・寸法計測（2016.7.28 13：30～16：00）
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コンテナ開発：リン・ドス伊勢崎倉庫に20フィートコンテナ設置（2016.7.21）
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断熱・遮熱・通気構造
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コンテナ開発：研究所委員打合せ（2016.7.28 13：30～16：00）

打合せ内容
参加者 研究所所長 クボタ金属 久保田社長

委員 リン・ドス 東海林専務
委員 アイ・レック 池村専務
委員 西野塗装工業 西野様
委員 トクボー 濱口さま
委員 クボタ金属 多田部長
委員 クボタ金属 岩瀬様
事務局 松村
事務局 渡辺

1.実験内容（測定期間：3年）
■A棟仕様：下記の順に温湿度データを測定。
①コアコーン通気材（4.5）＋ラワン材（5.0ｍｍ）
②コアコーン通気材（4.5）＋遮熱材（3.0ｍｍ）
③コアコーン通気材（4.5）＋遮熱材（3.0）＋ラワン材（5.0ｍｍ）
④その他 ドライアイス塗膜剥がし、遮熱塗料、新仕様等は今後検討。
＊遮熱材（SDNシート：アルミ2層発泡ポリエチレン3ｍｍ/福登建設社日本製）
■B棟仕様
現状の形態で温湿度データを測定し、A棟との比較をする。
■その他準備するもの
①測定機器 30ポイント同時計測できるロガーGL-840M 定価 17万円

熱電対 200ｍ分 7ｍ×30本
②分電電源 アイ・レックさん取引電気工事店へ依頼
③仕様材料

・コアコーン、遮熱シート、ラワン材
④百葉箱

2.日程
■分電電源、仕様改造（A棟） 8/12までに実施

A棟

B棟
分電電源

電線より

データ
ロガー

熱電対

測定箇
所

A棟 B棟

外 内 外 内

熱電対
温度

屋根 1 1 1 1

壁（前） 1 1 1 1

壁（右） 1 1 1 1

壁（左） 1 1 1 1

壁（後） 1 1 1 1

床 1 1 1 1

温湿度
計

室温 1 1

外気 1 1

計 7 7 7 7

百
葉
箱

外気測定

http://www.fukutoh.co.jp/
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コンテナ開発：分電電源設置（2016.9.9）

■分電電源、仕様改造用（A棟） 9/9設置
30Aタイプ 増設可能 A棟

B棟
分電電源

電線より

データ
ロガー

熱電対

百
葉
箱

外気測定



コンテナ開発：背景と目的

10

近年、日本の農林水産業が、人口減少を契機に、どのような分野に輸出できるか検討
されている。その中にあってアジア諸国は経済成長により、高額所得層、中間層が急速
に増加した結果、自国の生鮮食品へ安全性への不安が喚起され、それに伴い、安心、
安全、美味しい日本の食品に大きな関心が寄せられている。

一般的に海外への生鮮食品の輸出は、魚、イチゴなどの高額品は空路で、野菜等低
価格品は船便で行われている。その中にあって、生鮮野菜はコンテナで出荷されるが、
下記課題が出ている。

生鮮野菜は、集荷→梱包→コンテナで日本港→船→現地港→コンテナから小分け便→

小売店の過程があり、東南アジアには、２～３週間程度日数が掛かる。このため、時間
の経過とともに、野菜の腐食が進み、1/3以上が廃棄されているとの情報である。この課

題をコンテナの熱流動を改善する構造にすることにより、廃棄品を少なくし、輸出競争力
を高めるのが、研究目的である。

現在、コンテナは、窒素ガス発生装置、エアコンが用いられているが、私達は、構造改
善と水素水利用で開発したいと考えている。

茨城新聞情報
http://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=14325570292783

http://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=14325570292783


コンテナ開発：費用

仕様 数量 単価 計画金額 見積 支払済

1 中古コンテナ代 ｗ2400×L3800×H2500 2 100,000 200,000 166,320 166,320

2 運送費 新潟市→館林市 1 80,000 86,400 86,400

3 設置重機費 10ｔクラスター、フォークリフト 1 60,000 127,010 127,010

4 整地費 砂利 4t、 3 15,000 45,000 45,120 45,120

廃材、土砂、木くず処分　㎥ 4 15,000 60,000 284,000 284,000

5 整地重機 ユンボ 1 重機費に含む

6 基礎 杉材90×90×4,000 8 4,000 32,000 26,480 26,480

7 改造部材費

遮熱材 ｔ4.0×ｗ1200×42,000 2 27,000 54,000 54,000 54,000

断熱材

通気材 ｔ4.5×1,250×30,000 1 寄付 0

納め部材

べニア ｔ3.0×910×1820 29 950 27,550 27,550 27,550

8 測定機器 外気、外皮屋根、壁、床、室内 6 10,000 60,000

9 測定機器電力・照明 太陽電池充電キット 1 74,000 74,000

10 借地料 年30,000円　　3年契約 30,000 10,000

11 雪室委託研究費 長岡技大　上村准教授

12 水素応用技術共同研究費 神奈川工科大　矢田准教授 250,000 250,000 250,000

水素ガス発生器 M&Kテクノロジー 1 600,000 600,000 600,000

13 分電盤設置 100V 30A 1 100,000 87,360 87,360

14 エアコン 6畳用2.2ｋｗ 2 65,000 130,000

15 換気ユニット パネル、ファン、モーター、フード 2 10,000 20,000

16 その他 実験棟看板代 10,000 10,000 10,000

計 1,832,550 1,764,240 1,774,240
11



コンテナ開発：費用

仕様 数量 単価 計画金額 見積 支払済

前葉 1,832,550 1,764,240 1,774,240

17 金属箱塗料、刷毛代 1 式 4,384 4,384 4,384

18 熱電対 20ｍ　10本 1 式 34,560 34,560

19 電気ストーブ 800ｗ/400ｗ 4 2,000 8,000 8,000 8,000

20 3/27実験日お茶代 1 式 1,656 1,656 1,656

21 データ用USB 16GB 1 式 1,166 1,166 1,166

22 金属箱シーリング パッキン材　12ｍ分 1 式 3,952 3,952 3,952

23 金属箱代 H350×ｗ600×D400 4 10,000 40,000 40,000 43,200

24 水素ガス測定器
理研計器　水素ガス測定器

（SP-220　TYPE　SC）
1 基 120,000

25

26

27

計 2,046,268 1,857,958 1,836,598
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コンテナ開発：研究内容

使用目的 研究内容

遮熱 断
熱

通
気

蓄
熱

ファ
ン

地
熱

水素
ガス

LED
除菌

酸化
チタ
ン生
鮮維
持

マ
イ
ク
ロ
波

ア
ルミ

塗料

1 食品等保管輸送用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 雪室用 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 野菜・米等倉庫用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 物置用 〇 〇 〇 〇 〇

5 店舗・事務所用 〇 〇 〇 〇 〇

6 住居用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 トランクルーム 〇 〇 〇 〇

8 ジビエ解体車 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 移動データセンター 〇 〇 〇 〇 〇

10 備蓄保管庫 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊コンテナを使用し
ない構造・建物へ
の応用
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コンテナ開発：研究内容

使用目的 研究内容

遮熱 断熱 通気材 仕上

２層アルミ
＋PE

塗料 PS GW 真空
断熱材

コアコー
ン

ラワン
材

1 組合せ① 〇

2 組合せ② 〇 〇

3 組合せ③ 〇 〇 〇

4 組合せ④ 〇 〇 〇

5 組合せ⑤ 〇 〇 〇

6 組合せ⑥ 〇 〇 〇

7 組合せ⑦ 〇 〇 〇 〇

8 組合せ⑧ 〇 〇 〇 〇

9 組合せ⑨ 〇 〇 〇 〇
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コンテナ開発：研究内容
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1.2016.11.26打合せの結果、当面、構造は、前ページの組合せ②、③を実施する。
2.施工は、クボタ金属さんが、仕事の合間を見て、実施する。
3.既存仕上げべニアは、剥がさずに利用する。

4.施工後は、Ａ棟、Ｂ棟にエアコンと積算電力計を設置し、電気代で違いを計測する。
5.水素ガス並びに水素水による野菜の生育、劣化等の試験は、神奈川工科大学、

当会技術研究所にて実施する。（野菜の提供は、クボタ金属多田部長さんにお願い
する予定。）

組合せ② 組合せ③

コンテナ躯体

仕上材受け母屋

既存仕上べニア

コアコーン通気材4.5㎜

2層アルミ遮熱シート4.0㎜

仕上べニア5.0㎜

外側外側 内側 内側

外側

内側

コンテナ躯体

仕上材受け母屋

既存仕上べニア

コアコーン通気材4.5㎜

仕上べニア5.0㎜

外側

内側

Ｌｱﾝｸﾞﾙ押え
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コンテナ開発：研究内容

11/26当日は、真空断熱材の紹介があり、説明を受けた。施工方法等を検討後、ＵＡＳ開発の
ドローンで、上空からコンテナを撮影した。（資料として、野菜生産や輸出状況を配布）

真空断熱材の開発者より説明
（オウラソリューションカイハツ青田Ｍ）

神奈川工科大学矢田先生、三井さん参加
（左から2、3人目）

コンテナ上空から撮影 奥：ＤＪＩファントム３
手前：ＤＪＩファントム４

三井さん、松村さん操縦



コンテナ開発：研究内容
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遮熱シート
寸法 ｔ4.0×ｗ1,200×42ｍ＝50.4㎡
仕入れ価格 27,000円/ﾛｰﾙ÷50㎡＝540円/㎡

コアコーン通気材
寸法 ｈ＝4.5ｍｍ×ｗ1,250×30ｍ＝37.5㎡
仕入れ価格 アイ・レックさんより寄付

断熱材

べニア材
寸法 ｈ＝5.0ｍｍ×ｗ910×L1,820＝1.6㎡

4.0
mm

アルミシート

空気層

4.5
mm

２層アルミシート（中空層＝PE） コアコーン通気材（P・P）

仕入先
SDNシート 福登建設 小林部長
TEL 0776-36-2315
FAX 0776-36-2316



コンテナ構造開発
（温湿度改善）

• 測定期間 2017.8.26

• 場所 日本防水工法開発協議会 技術研究所 実験棟
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東西

300ｍｍの
位置にφ40穴
を２箇所

300ｍｍの
位置にφ40穴
を２箇所

【構造】

・コンテナ鉄板
・既存ラワン材仕上げ（ｔ 5.0）
・コアコーン通気層（ｔ 4.5）
・２層アルミ遮熱層（ｔ 4.0）
・ラワン材仕上げ（ｔ 5.0）

コンテナ外部温度の上部高く、下部が低い時は、
コアコーン通気層で対流が起きにくいが、温湿度データを
測定し、確認する。

温湿度計

19



コンテナ鉄板厚は2.3ｍｍ

電源

受けがない扉には、内装材を
固定するため、金属製横胴縁を
溶接した。

Ｂ棟構造施工

20



Ｂ棟

東側上部に
2箇所の
空気口。西側下部に

2箇所の
空気口。

空気口

空気口
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Ｂ棟内部

東側北側西側

南側 南側開閉扉
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コンテナ床下の
温度は、32℃。
利用できないか。

日射のあたる部分は屋根50℃、扉47℃

23



コンテナ・物置内温湿度測定

A棟コンテナ 2017.6.15～7.21
多田邸物置 2017.5.29～7.21
渡辺邸物置 2017.6.5～7.24

24



コンテナ・物置内温湿度測定
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コンテナ・物置内温湿度測定
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多田邸物置内温湿度
測定期間：2017.5.29～7.21 測定場所：群馬県邑楽町（コンテナ距離４ｋｍ）

Temperature

Humidity

5/29 6/5 6/16 6/20 6/25 7/3 7/10 7/20

測定器の誤作動？

7/10最低湿度 15：53 29.03％
最高湿度 5：23 87.44％

7/10最低温度 5：03 22.99℃
最高温度 15：53 47.45℃

気象庁館林市
7/10最低気温 5：00 24.4℃

最高気温 15：00 37.1℃
降水量 0ｍｍ
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コンテナ・物置内温湿度測定
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コンテナ・物置内温湿度・館林市気温 2017/7/10

コンテナ温度℃

コンテナ湿度％

物置温度℃

物置湿度％

館林市気温℃
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気象庁館林市
7/10 最高気温 15：00 37.1℃
コンテナ
7/10 最高温度 14：16 49.16℃
温度差 12℃
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コンテナ・物置内温湿度測定

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2
0

1
7

/6
/5

 1
0

:0
8

2
0

1
7

/6
/6

 1
1

:5
8

2
0

1
7

/6
/7

 1
3

:4
8

2
0

1
7

/6
/8

 1
5

:3
8

2
0

1
7

/6
/9

 1
7

:2
8

2
0

1
7

/6
/1

0
 1

9
:1

8
2

0
1

7
/6

/1
1

 2
1

:0
8

2
0

1
7

/6
/1

2
 2

2
:5

8
2

0
1

7
/6

/1
4

 0
:4

8
2

0
1

7
/6

/1
5

 2
:3

8
2

0
1

7
/6

/1
6

 4
:2

8
2

0
1

7
/6

/1
7

 6
:1

8
2

0
1

7
/6

/1
8

 8
:0

8
2

0
1

7
/6

/1
9

 9
:5

8
2

0
1

7
/6

/2
0

 1
1

:4
8

2
0

1
7

/6
/2

1
 1

3
:3

8
2

0
1

7
/6

/2
2

 1
5

:2
8

2
0

1
7

/6
/2

3
 1

7
:1

8
2

0
1

7
/6

/2
4

 1
9

:0
8

2
0

1
7

/6
/2

5
 2

0
:5

8
2

0
1

7
/6

/2
6

 2
2

:4
8

2
0

1
7

/6
/2

8
 0

:3
8

2
0

1
7

/6
/2

9
 2

:2
8

2
0

1
7

/6
/3

0
 4

:1
8

2
0

1
7

/7
/1

 6
:0

8
2

0
1

7
/7

/2
 7

:5
8

2
0

1
7

/7
/3

 9
:4

8
2

0
1

7
/7

/4
 1

1
:3

8
2

0
1

7
/7

/5
 1

3
:2

8
2

0
1

7
/7

/6
 1

5
:1

8
2

0
1

7
/7

/7
 1

7
:0

8
2

0
1

7
/7

/8
 1

8
:5

8
2

0
1

7
/7

/9
 2

0
:4

8
2

0
1

7
/7

/1
0

 2
2

:3
8

2
0

1
7

/7
/1

2
 0

:2
8

2
0

1
7

/7
/1

3
 2

:1
8

2
0

1
7

/7
/1

4
 4

:0
8

2
0

1
7

/7
/1

5
 5

:5
8

2
0

1
7

/7
/1

6
 7

:4
8

2
0

1
7

/7
/1

7
 9

:3
8

2
0

1
7

/7
/1

8
 1

1
:2

8
2

0
1

7
/7

/1
9

 1
3

:1
8

2
0

1
7

/7
/2

0
 1

5
:0

8
2

0
1

7
/7

/2
1

 1
6

:5
8

2
0

1
7

/7
/2

2
 1

8
:4

8
2

0
1

7
/7

/2
3

 2
0

:3
8

1721432142853564274985696407117828539249951066113712081279135014211492156316341705177618471918198920602131220222732344241524862557262826992770284129122983305431253196326733383409348035513622369337643835390639774048411941904261433244034474454546164687475848294900497150425113518452555326539754685539561056815752582358945965603661076178624963206391646265336604667567466817688869597030

温
度
℃

/湿
度

％

渡辺邸高気密物置内温湿度測定
測定期間：2017.6.5～7.24 場所：栃木県小山市

温度 ℃

湿度 %

6/5 6/16 6/20 6/25 7/3 7/10 7/20 7/24

気象庁小山市
7/10最低気温 4：00 23.1℃

最高気温 15：00 34.3℃
降水量 0ｍｍ

7/10最低温度 6：03 24.7℃
最高温度 15：28 36.2℃
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コンテナ開発：研究内容（断熱材の種類）

分類 断熱材

繊維系
断熱材

鉱物系

グラスウール

ロックウール

リサイクル
系

セルローズファ
イバー

羊毛断熱材

ポリエステル断
熱材

発泡樹脂系
断熱材

ポリスチレン
フォーム

ウレタンフォー
ム

フェノール
フォーム

発泡ポリカーボ
ネート

断熱材
熱伝
導率
（w・m/K）

防音
吸音

防火
不燃

透湿
抵抗

環境
性

グラスウール 0.038 ○ ◎ △ ○

ロックウール 0.038 ○ ◎ △ ○

セルローズファイバー 0.040 ◎ ◎ △ ◎

羊毛断熱材 0.040 ○ ◎ △ ◎

ポリエステル断熱材 0.045 ○ ○ △ ◎

ポリスチレンフォーム
（押出）

0.028 △ △ ◎ △

ポリスチレンフォーム
（ﾋﾞｰｽﾞ法）

0.034 △ △ ◎ △

ウレタンフォーム（ﾎﾞｰ
ﾄﾞ）

0.024 △ △ ◎ △

ウレタンフォーム（吹
付）

0.035 △ △ ◎ △

フェノールフォーム 0.020 △ △ ◎ △

発泡ポリカーボネート 0.040 △ △ ◎ △

真空断熱材
（心材はGW 10μ）

0.0021 △ 〇 ◎ 〇

http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/glass_wool.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/rock_wool.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/cellulose_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/wool_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/polyester_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/styrene_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/urethane_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/phenolic_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/polycarbonate_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/glass_wool.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/rock_wool.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/cellulose_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/wool_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/polyester_insulation.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/styrene_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/styrene_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/urethane_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/urethane_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/phenolic_foam.html
http://www.polaris-hs.jp/zisyo_syosai/polycarbonate_foam.html
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コンテナ開発：研究内容

食品保管
への応用
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コンテナ開発：研究内容

雪室への応用

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiN7bql0pDOAhUCnZQKHWxECCYQjRwIBw&url=https://www.pinterest.com/pin/371547037983737743/&psig=AFQjCNEV1-Z99lOYxH7ZddEEojbR2848Gw&ust=1469605666032503
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiN7bql0pDOAhUCnZQKHWxECCYQjRwIBw&url=http://koshinohomare03.blog.fc2.com/blog-entry-8.html&psig=AFQjCNEV1-Z99lOYxH7ZddEEojbR2848Gw&ust=1469605666032503
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コンテナ開発：研究内容

店舗への応用

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjQxriVyJDOAhXDX5QKHf_LBqkQjRwIBw&url=http://www.neocon.jp/case/shop.html&psig=AFQjCNHZ7F07D7bQ4_V1P9ZXzTNHf8l_ig&ust=1469603061210115
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjxneHPyJDOAhVGkZQKHXzEA2IQjRwIBw&url=http://www.inshokuten.com/bukken/transfer/example/detail/42&psig=AFQjCNHZ7F07D7bQ4_V1P9ZXzTNHf8l_ig&ust=1469603061210115
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コンテナ開発：研究内容

事務所への応用

https://www.dvlp.jp/container/point/flexibility/
http://blogs.yahoo.co.jp/nagaratk/9121322.html
http://www.cube-house.jp/
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コンテナ開発：研究内容

住宅への応用

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjo2o2vzJDOAhWJi5QKHXF0BLcQjRwIBw&url=https://iemo.jp/27344&psig=AFQjCNHNi9DjwHEyi9WmMul0K9VTsx5wWA&ust=1469603929011452
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コンテナ開発：研究内容

住宅への応用
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コンテナ開発：研究内容

三協フロンティア
トランクルーム

コンテナ
トランクルーム
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ジビエ解体車

コンテナ開発：研究内容

http://www.asahi.com/articles/photo/AS20160719004768.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20160719004768.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20160719004786.html
http://www.asahi.com/articles/photo/AS20160719004807.html
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コンテナ開発：市場性・初期投資

使用目的 市場

推定創出市場規模（年） 市場目標達成難度
（A～D）

初期投資 その他

1 食品等保管輸送用 20万×100個＝2,000万円 C

2 雪室用 100万×10個＝1,000万円 B

3 野菜・米等倉庫用 20万×100個＝2,000万円 C

4 物置用 20万×100個＝1,000万円 C

5 店舗・事務所用 500万×50個＝25,000万円 D

6 住居用 500万円～ D 戸建

7 トランクルーム C

8 ジビエ解体車 D

9 移動データセンター D

10 備蓄保管庫 B

＊コンテナを使用しない構
造・建物への応用

〇
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コンテナ開発：研究体制

日本防水工法開発協議会
会員各社

ものづくり会社と連携

ソフト会社と連携

大学・研究機関と連携

国・自治体・商工会・大学等
補助金の活用

日本防水工法開発協議会

デザイン会社と連携

企画・プロデュース

ハード・ソフト開発

銀行借り入れ

会員資金

開発資金

基礎研究

販売体制

展示会活用

プロモーション会社活用



コンテナ構造開発用テスト

40

日本防水工法開発協議会

実験日：2017.3.27 13：00～17：00
場所：日本防水工法開発協議会技術研究所
内容：実コンテナでのテスト前に、金属ＢＯＸ で

性能を比較し、方向性を探る。



コンテナ構造開発用テスト

BOX構造（内部温度測定）

BOX-1
（H350×W600×D400）

BOX-2 BOX-3 BOX-4

写真

構造 箱 鋼製 1.6ｍｍ
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

センサー番号 CH1 CH2 CH3 CH4

測定方法

41

距離
300㎜

遠赤ヒーター
実験箱

データロガーＧＬ220
（温度測定間隔30秒）温度

センサー



コンテナ構造開発用テスト

BOX外皮温度
BOX-1
（H350×W600×D400）

BOX-2 BOX-3 BOX-4

写真

ヒーター側
BOX表面温度
（16：58頃）

160℃ 156℃ 153℃ 156℃

ヒーター裏面側
BOX表面温度
（16：58頃）

33℃ 30℃ 30℃ 28℃

42



0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

5
:4

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

6
:3

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

7
:2

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

8
:1

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

9
:0

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 1

9
:5

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 2

0
:4

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 2

1
:3

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 2

2
:2

7

2
0

1
7

/3
/2

7
 2

3
:1

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 0

:0
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 0

:5
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

:4
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

:3
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 3

:2
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 4

:1
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 5

:0
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 5

:5
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 6

:4
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 7

:3
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 8

:2
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 9

:1
7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

0
:0

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

0
:5

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

1
:4

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

2
:3

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

3
:2

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

4
:1

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

5
:0

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

5
:5

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

6
:4

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

7
:3

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

8
:2

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 1

9
:1

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

0
:0

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

0
:5

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

1
:4

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

2
:3

7

2
0

1
7

/3
/2

8
 2

3
:2

7

1407911815719623527431335239143046950854758662566470374278182085989893797610151054109311321171121012491288132713661405144414831522156116001639167817171756179518341873191219511990202920682107214621852224226323022341238024192458249725362575261426532692273127702809284828872926296530043043308231213160319932383277331633553394343334723511355035893628366737063745378438233862

温
度
℃

金属箱工法別温度テスト 場所：技術研究所内

試験体：金属1.6ｍｍ厚BOX 試験日：2017.3.27～28

CH1

(コンパネ5ｍｍ））

CH2

（コアコーン4.5ｍｍ＋

コンパネ5ｍｍ）

CH3

（遮熱シート4ｍｍ＋コ

ンパネ5ｍｍ）

CH4

（コアコーン4.5ｍｍ＋

遮熱シート4ｍｍ＋コ

ンパネ5ｍｍ）

3/27 3/28

コンテナ構造開発用テスト

43



コンテナ構造開発用テスト
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温
度
℃

金属箱工法別温度テスト 場所：技術研究所内

試験体：金属1.6ｍｍ厚BOX 試験日：2017.3.27～28

CH1

(コンパネ5ｍｍ））

CH2

（コアコーン4.5ｍｍ＋

コンパネ5ｍｍ）

CH3

（遮熱シート4ｍｍ＋コ

ンパネ5ｍｍ）

CH4

（コアコーン4.5ｍｍ＋

遮熱シート4ｍｍ＋コン

パネ5ｍｍ）
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温
度
℃

金属箱工法別温度テスト 場所：技術研究所内

試験体：金属1.6ｍｍ厚BOX 試験日：2017.3.27

CH1

(コンパネ5ｍｍ））

CH2

（コアコーン4.5ｍｍ＋コン

パネ5ｍｍ）

CH3

（遮熱シート4ｍｍ＋コン

パネ5ｍｍ）

CH4

（コアコーン4.5ｍｍ＋遮

熱シート4ｍｍ＋コンパネ

5ｍｍ）

温度差 7.1℃

電
源O

FF

17
：
00

電
源O

N

16
：
50

CH1最高点温度、CH4最高点温度は4分遅れ

CH4 17,04,,23 40.1℃

CH4 15：50 19.0℃

CH3 17,01,,23 45.2℃

CH3 15：50 19.7℃

CH1 15：50 20.3℃

CH2 15：50 19.2℃

CH1 17,00,,23 46.9℃

CH2 17,00,,53 44.7℃

CH1 CH4

室温 15：50 20.7℃

室温 17.00 27.8℃

45
※ヒーター側BOX表面温度が160℃に達したので、17：00に測定は終了



コンテナ構造開発用テスト

BOX構造製作
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コンテナ構造開発用テスト

BOX構造実験後の内部
（加熱の影響：コアコーンの熱変形は少し見られるものの溶融はない）

47

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

加熱側表面温度（160℃）



コンテナ構造開発用テスト

検証・まとめ

48

CH-1（BOX-1）
（H350×W600×D400）

CH-2（BOX-2） CH-3（BOX-3） CH-4)BOX-4

構造 箱 鋼製 1.6ｍｍ
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

箱 鋼製 1.6ｍｍ
コアコーン4.5ｍｍ
遮熱シート4.0ｍｍ
（2層アルミ空気層）
コンパネ 5.0ｍｍ

測定

デー
タ

熱貫流
率（ｗ／
㎡・ｋ）

7.69 2.87 3.05 1.94

室温℃ 27.8 － － －

最大温
度

46.9 44.7 45.2 40.1

温度差 19.1 16.9 17.4 12.3

熱移動
（屋根）
ｋｃａｌ／ｈ.
ｍ.℃
ｗ／㎡・ｋ

126.4

146.9

41.7

48.5

45.6

53.0

20.5

23.9

まとめ 今次テストでは、加熱面の金属温度が１６０℃に達したので、中止したが、金属ＢＯＸ内の工法による温度推移を確認する
ことができた。ＢＯＸ-４内温度が、４０．１℃ともっとも低く、既存コンテナの構造であるＢＯＸ-１は、４６．９℃であった。コア

コーン通気工法と遮熱シート工法の温度差はわずかであった。コアコーン通気工法は、実コンテナ実験では、空気を循環さ
せることを考えるとさらに性能が上がることが推定される。室温が実験開始前と比較し、７℃上がったが、ＢＯＸ内の温度変
化に影響したかどうかは不明。


